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 The objective of this study is to examine problems in agricultural marketing of domestic sweet 
potato called Naruto-Kintoki through exportation: case study in Tokushima Prefecture. The 
conclusions are as follows. First, total amount of Japan’s exportation of sweet potato have been 
increasing gradually for Asia, but Naruto-Kintoki isn’t as well. Second, all agricultural 
cooperatives in Tokushima have no plan to improve exportation because of domestic marketing. 
Third, it is possible to increase its exportation through other exporters. On the other hand, it's 
not well-organized and lack of stable supply system, so exportation doesn't grow. This study 
shows that whether to increase exports or for domestic market, all agricultural cooperatives in 
Tokushima should sell integratedly. 
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  (URL:www.maff.go.jp/j/shokusan/export/e_info/ 







































2015 年は約 1,640ｔと 2007 年の約 5 倍の水準に
至っており、アジア圏の中でも香港向けの伸長が
著しい。同表には示していないものの金額は FOB




 図 1 に 1990 年代以降の大阪中央卸売市場にお
ける入荷量と価格の推移を示した。総入荷量は







アは 2010 年以降に 30％以上の水準に達し、千葉
県産も 2006 年以前の 1％未満から 2016 年は 8％





徳島県産の輸出量は 2013 年：68ｔ、2014 年：























図１  全国・徳島県産かんしょの入荷量と 
    千葉県・茨城県の取り組みも近年進んで 
平均単価の推移 （大阪府中央卸売市場計） 
    いる。 
資料：独立行政法人農畜産業振興機構「ベジ探」より作 
（註 4）徳島県庁や関係機関への聞き取りによる。 
   成。 
（註 5）山本（2016）に詳しい。 
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表１ 国産かんしょの相手国先別の輸出の推移  表 2 になると金時生産地域の農協の概要を示
した。作付面積は B 農協、C2 農協、C1 農協（：
C1 農協と C2 農協、D1 農協と D2 農協は農協合


















2）各年 1 月～12 月の合計値。  
 2）国内向け出荷量および規格別の価格動向 
３.なると金時産地の販売状況と集出荷体制  表３に対象農協におけるなると金時の出荷の
概要を示した。出荷量は B 農協の 6,943ｔをトッ
























1,320ha、2000 年：1,280ha、2013 年：1,140ha と
減少傾向で推移してきた。 
 
表 2 なると金時生産管内の農協の概要 
 





と定められている。総体的には L と M が中心規
格であり、両者と２L を含めた合計は、各農協の
出荷量の 60％程度を占める。他方で輸出向けに




実現の為に L と M が重視され、輸出に適した S、
２Sは余剰品的位置付けに留まっている状況であ
る。 





農協名 A B C1 C2 D1 D2 E
作付
戸数
160 270 175 160 60 8 30
作付面積













等級 未統一 未統一 未統一 未統一 未統一 未統一 未統一


























年 2007 2009 2011 2013 2015 （15/11）
合計 310.4 405.5 424.0 1,029.4 1,639.6 386.7
中国 1.4 0.0 19.8
台湾 40.9 67.7 53.1 107.5 303.2 570.6
香港 266.4 329.9 335.9 769.7 1,054.5 314.0
タイ 1.5 2.5 1.6 104.3
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表３ 各農協のなると金時の出荷の概要 表５ 農協別・規格別の単価指数（2015 年産） 
 
 資料：全農とくしま県本部資料 より作成。 
資料：表 4 に同じ。 




 続いて表 5 に各農協の規格別の平均単価を示
した。全農協の平均単価を基準とした全体平均で





のは L、M であるが、B 農協においては S が 123.7
と最高を示している。なお、全農とくしま県本部
を中心とする徳島県甘藷出荷協議会資料によれ
ば、2010 年以降、全農協分の平均単価で 300 円




































足した。3L～L：50％、M：20％、S・2S：15％程度。 （註 6）中嶋（2014）を参照した。 











農協名 A B C1 C2 D1 D2 E
総出荷量 3,558 6,943 3,651 5,252 358 132 456
（関西） 34.6 38.8 58.0 61.0 61.5 84.0 10.6
（関東） 6.8 26.5 2.0 7.5 44.1
（四国） 18.7 9.8 17.4 19.0 38.5 16.0 14.6
(その他） 39.9 24.9 22.5 12.5 30.7
農協独自
ブランド
〇 〇 〇 × 〇 × ×
（単位：％）
農協 3L 2L L M S 2S その他 2L～M S・2S
A 5.3 14.9 24.7 20.9 12.7 8.3 13.3 60.5 20.9
B 5.2 13.4 22.0 16.9 10.7 5.7 26.2 52.2 16.4
C1 7.1 16.7 24.5 20.0 11.4 7.6 12.8 61.2 18.9
C2 6.2 16.7 26.5 19.8 10.9 7.2 12.7 63.0 18.1
D1 3.8 6.7 10.2 10.3 6.3 4.1 58.6 27.2 10.4
D2 5.5 13.7 20.6 15.3 9.9 6.8 28.2 49.7 16.6
E 7.3 18.0 26.4 21.0 15.4 9.8 2.1 65.4 25.2
（単位：％）
3L 2L L M S 2S
A 94.0 79.1 100.7 116.0 116.7 102.1 87.2
B 105.7 81.4 86.0 114.5 113.2 123.7 104.4
C1 99.7 77.9 77.7 113.4 115.4 106.4 90.6
C2 98.0 81.3 79.7 115.0 114.3 98.0 80.6
D1 80.0 80.0 64.0 121.3 126.3 112.1 90.0
D2 99.7 73.2 73.0 100.7 99.7 94.3 77.9
E 98.7 78.0 77.0 105.4 103.7 114.2 91.6
農協 全体
規格別（：階級）
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 図２ なると金時の主要輸出チャネル 
 資料：各農協・業者等への聞き取り調査より作成。 
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 前掲図 2 に示した N 社は若手の農家 15 名が農
協の枠を超えて 2014 年に設立した販売会社であ
る。2015 年 2 月より香港、台湾、シンガポール
向けに東京、大阪の仲卸業者を通じて輸出を開始
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